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まえがき 

 

 本ゼミでは、2006 年度よりフィールドワークを通じて、河川の漂着ゴミ問題に取り組ん

でいる。 

 現在では淀川の水源地域から、瀬戸内海の無人島に至るまで、年間を通じた調査を行っ

ているが、その中でもフィールドワーク開始当初より調査を行っているのが、日本を代表

する観光地のひとつである京都・嵐山を流れる保津川（桂川）である。 

 この保津川は、すぐれた景観だけではなく、淀川水運の伝統を今に伝える保津川下りや、

淀川水系で唯一残された国の天然記念物・アユモドキの生息地であるなど、自然環境や文

化の面からも非常に価値の高い川といえよう。その一方で、下流部の京都・大阪に水道水

を供給し、また洪水の被害からまちを守るために、200軒近い家々を沈めてダムが建設され

た。 

 近年、この保津川では、すぐれた景観を守るために保津川下りの船頭衆が中心となった

清掃活動が市民を巻き込む形で活発に行われている。また、湖底に沈んだ村の夜景をダム

湖の湖面に再現しようと、市民が中心となった「天若湖アートプロジェクト」が行われる

など、人々と川のかかわりを見直すうえでも大変興味深い取り組みが多数行われている。 

 本論集は、そうした取り組みに、右も左もわからぬまま飛び込んだ学生たちの活動の記

録でもある。河川環境やアートイベントの価値の経済的な評価、船頭衆や行政職員、NPO

スタッフへの聞き取り調査、といった学びを通じて、彼らは大きく成長した。その記録を、

ご覧いただければ幸いである。 
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